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教学マネジメントの5つの柱を説明することができる。

教学マネジメント上の課題の解決案を提案することができる。

教学マネジメント入門

ー 学修者本位で捉えなおす教育活動 ー

到達目標

京 都 産 業 大 学
SNS公式キャラクター

ア シ ス タ ン ト の

む す ぶ く ん で す

学修者本位とは何かを説明することができる。

所属組織における教学マネジメントの課題を抽出することができる。



「学修者本位の教育の実現」。
教 学 マ ネ ジ メ ン ト 指 針 の 冒 頭 に 書 か れ て い る こ と ば で す 。

定義は何？なぜ重要？いつから言われている？ポイントはどこ？

このセッションでは、これらの問いを考えながら、学修者本位について

理解を深めていくことを目指します。
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お題

こんな教育は学修者本位じゃない！それってどんなの？

いきなり考える時間です

◼ お題に対して、あなたの自由な意見を聴かせてください。学修の目標は？カリキュラムは？学修の成果は？

教職員の能力や意識は？どんな観点でもオッケーです。

◼ ご自身を学生だと仮定して、「オレ、ワタシのこと考えてくれてないじゃん…」という観点から考えてみるのもよいかも

しれません。

◼ ２分間お考えいただき、もしよければその時間内にチャットに書き込んでください。随時取り上げさせていただきます。

スタート！ 30秒経過 １分経過 終了！

２分間をはかるしかけです

90秒経過



学修者本位の教育とはなにか

「何を学び、身に付けることができるのか・できたのか」が学修者本位のキーフレーズ。

学修者が「何を学び、身に付けることができるのか」を
明確にし、学修の成果を学修者が実感できる教育

◼ 「何を教えたか」から、「何を学び、身に付けることができたのか」への転換が必要となる～（中略）～教育課程の編成において

は、学位を与える課程全体としてのカリキュラム全体の構成や、学修者の知的習熟過程等を考慮し、単に個々の教員が教えた

い内容ではなく、学修者自らが学んで身に付けたことを社会に対し説明し納得が得られる体系的な内容となるよう構成することが

必要となる。（グランドデザイン答申P.6）

◼ 学修者本位の教育の実現とは、各高等教育機関の既存のシステムを前提とした「供給者目線」を脱却し、学位を与える課程

（学位プログラム）が、学生が必要な資質・能力を身に付ける観点から最適化されているかという「学修者目線」で教育を捉

え直すという根本的かつ包括的な変化を各機関に求めているものである。（教学マネジメント指針P.1）

2018年、グランドデザイン答申に登場。



学修者本位じゃない教育とはなにか

組織や構成員が「何を学び、身に付けることができたのか」にこだわっていない教育、こんなかんじ。

学修の目標が具体的に定まっていない。どこに向かって学修するのか、教育するのか、わからない。

個々の教員が教えたい授業をしている。学修者の知的習熟課程が考慮されていない。

学修者が成長していない、学修の成果も出ていない。あるいは成長してるか、成果が出ているかわからない。

教職員が学修者のことを考えていない。学修者の成長を可視化できる人材がいない。

学修者が自ら学んで身に付けたことを社会に説明できない。大学もその情報を公表していない。
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学修者本位の課題意識はいつからか

「何を教えたか」という教員主導の教育に対する課題認識は、 10年以上にわたって示され続けている。

学士課程答申

◼ 学部・学科等の縦割りの教

学経営が、学生本位の教育

活動の展開を妨げている

(p.1)

◼ 学生が社会で通用する力を

確実に身に付けさせるように

することがいよいよ重要となっ

ており、学生本位の改革を

進めていくことが求められる

(p.15)

質的転換答申

◼ 学士課程教育を各教員の

属人的な取組から大学が組

織的に提供する体系立った

ものへと進化させ、学生の能

力をどう伸ばすかという学生

本位の視点に立った学士課

程教育へと質的な転換を図

る(p.15)

◼ 全学的な教学マネジメント

の確立(p.15)

グランドデザイン答申

◼ 単に個々の教員が教えたい

内容ではなく、学修者自らが

学んで身に付けたことを社

会に対し説明し納得が得ら

れる体系的な内容となるよう

構成することが必要となる。

(P.6)

◼教学マネジメントに係る指針

を~(中略) ~作成し、各大

学へ一括して示す。(p.31)

高大接続答申

◼ 大学において育成すべき力を

学生が確実に身に付けるた

めには、大学教育において

「教員が何を教えるか」よりも

「学生が何を身に付けたか」

を重視し、学生の学修成果

の把握・評価を推進すること

が必要(p.20)

◼ （教学マネジメントという

ワードはでてこない）



学修者本位はどのように変わっているか

「何を学び、身に付けることができたのか」を組織的に達成するフェーズへ。

教授パラダイム

◼ 「何を教えたか」という教員

主導の教育。

◼ 知識は教員から学生へ

伝達されるもの。

学習パラダイム

◼ 「何を学び、身に付けるこ

とができたのか」という学生

主導の教育。

◼ 知識は学生の学習を通

して獲得されるもの。

＃アクティブ・ラーニング

学習システム・パラダイム

◼ 大学教員が学習者の視点に立って、担当

する授業科目だけでなく、学位プログラム

の全体性・整合性も重視する教育。

◼ 学修目標の達成は組織的に実現される

もの。

＃教学マネジメント

＃学修目標・教育課程・教育実践・

教育評価の整合性

※ 深堀（2020）を参考に作成



顧客志向

学修者本位と類似する概念はあるか

顧客志向・患者志向には、個人レベルと組織レベルとが存在する。学修者志向も同じかも？

◼ 個人レベルの志向性と組織レベルの志向性は、異なる概念として研究の蓄積がなされている。それぞれの志向性を有することで

得られる価値が異なる。

✓ 個人レベルの志向性が高いと、職務満足度が高くなる傾向にある。

✓ 組織レベルの志向性が高いと、財務内容や組織改革等のパフォーマンスが向上する傾向にある。

✓ 個人レベルの志向性と組織レベルの志向性の両方が高い（≒両者が適合している）と、組織への帰属意識が高まる傾向

にある。

個人の

顧客志向

組織の

顧客志向

患者志向

個人の

患者志向

組織の

患者志向

※ 櫻井（2021）を参考に作成



教学マネジメント入門 ー学修者本位で捉えなおす教育活動ー

このセッション「学修者本位の勘所」のまとめ

学修者が「何を学び、身に付けることができたのか」にこだわっていますか？あなたは？あなたの組織は？

学修者本位の教育とは、学修者が「何を学び、身に付けることができたのか」を明確にし、

学修の成果を学修者が実感できる教育。

「何を教えたか」という供給者目線からのパラダイムシフトの考え方が重要。

学修目標の達成を、組織で支えようとする考え方もまた重要。個人戦からチーム戦へ。

顧客志向や患者志向と類似の概念と考えることができる。個人レベルの学修者志向、

組織レベルの学修者志向の両方を高めていく必要がある。両者の適合も大事かも。
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